
資料３

評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

①施設の設置目的に沿った運営

①府民の保健体育及びスポーツ並びに健全で文化的な集会の用に
供するために設置された趣旨に基づき、各種スポーツ大会やアイ
ススケート競技会などを行い、スポーツ振興を推進できた。文化
的な集会においては、吹奏楽やマーチングバンドの練習会場とし
て利用してもらうなど文化振興にも寄与できた。

①各種スポーツ大会等の実施により府民へスポーツの場を提
供することができ、スポーツ振興を図ることができている。
また、吹奏楽やマーチングバンドの練習会場にも定期的に利
用を促すなど、文化振興にも寄与できている。

②提案した管理運営方針に沿った管理

②誰からも親しみをもたれる臨海スポーツセンター創りの実現に
際し、利用者アンケートの実施やホームページのお問合せページ
を有効活用し、お客様の意見・要望を随時聞き入れ利用者目線で
の運営を行なえた。

②利用者アンケートのみならず、施設ホームページにお問合
せページを作成し、利用者の意見や要望を取り入れることに
より、施設利用者の目線で運営を行えるよう努めることがで
きている。

③社会貢献活動、環境活動、法令遵守の
　取組み

③知的障がい者の雇用を継続して行った。地域の祭りに協力し社
会貢献活動を行った。環境活動としては、整氷車の燃料をLPガス
にし環境に配慮した。適用法令一覧表及び年間実施計画を作成し
情報共有を行い適正に実施を行った。

③社会貢献活動として、知的障がい者の継続雇用や地域イベ
ント等への協力を通じて社会貢献ができている。
　整氷車の燃料をLPガスにするなど環境活動にも寄与できて
いる。

①公平なサービス提供、対応状況
①関係法令を遵守し対応している。利用調整を行い利用団体に通
知し、年間利用計画を策定。施設のイベント情報などをホーム
ページに掲載するなど、広く情報開示を行った。

①利用日の調整から各利用団体（者）への通知まで公平性を
保って実施できており、施設のイベント情報についても広く
開示することができている。

②高齢者、障がい者等に対する配慮
②高齢者、障がい者が利用しやすいように減免措置を行った。
ホームヘルパー有資格者を雇用し高齢者、障がい者等の利用者へ
の配慮した体制を実施。

②高齢者及び障がい者に対する利用体制を整えることがで
き、高い水準でのサービスが提供できている。

③感染拡大防止対策の徹底
③施設ガイドラインを作成。各出入り口に消毒液を設置。事務所
及びスケートリンク入口に非接触体温計を設置。共用部分へのア
ルコール消毒実施。

③各出入口への消毒液や非接触体温計の設置などを継続して
おり、不安に思う利用者への対応もできている。

①利用者増を目指したにぎわいづくり方策
　の取組み

①多くの利用者が見込まれる、有料行事の誘致を行った。アイス
スケートイベントの実施。

①スケートイベントのみならず、プロレス興業の誘致をする
ことができている。

②年間の広告・広報計画等の情報発信の取組み
〔指標〕利用者数
令和４年度実績：108,830人
令和５年度目標：168,000人
9月末現在実績 ： 57,519人

②ホームページの更新を施設で行えるようにし、施設情報を随時
発信できるようにした。LINEやTwitterを積極的に使い、情報発
信を行った。駅構内にポスターの掲載、新聞紙面への掲載を行っ
た。

②目標とする利用者人数には達しない見込みであるが、SNSを
活用し、施設イベント等の情報発信を積極的に行うことがで
きている。

①提案のあったサービス向上策の取組み
①清算業務を電子マネー対応端末を導入し利用者満足を向上でき
た。開館時間の延長や休日開館を実施し、利用者ニーズを柔軟に
対応できた。

①電子マネー対応端末の導入のほか、開館時間の調整によ
り、満足度の向上につなげることができている。

②自主事業の取組み
②広く自主事業への取組みを知ってもらうため、ホームページ、
ＳＮＳ、新聞紙面掲載、駅構内へのポスター掲載を行った。新規
受講生獲得のため、イベントを行った。　50周年イベントととし
てアイススケートショー、バドミントン大会を開催した。

②教室の開催だけではなく、新型コロナウイルスの影響によ
り延期となっていた50周年イベントを開催した。

③施設設備、機能の活用
③毎日、朝礼を行い、その日の行事や維持管理の情報を共有し、
よりよく施設運が出来るようにした。毎月、スタッフ会議を行
い、日々の業務の報告を行った。

③朝礼やスタッフ会議を通して施設の状況や問題意識につい
て共通認識をもち、管理運営に努めることができている。

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

令和５年度指定管理運営業務評価票

評価基準（内容）評価項目 施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価

　
Ⅰ
提
案
の
履
行
状
況
に
関
す
る
項
目

(2)平等な利用を図
るための具体的手
法・効果

(3)利用者の増加を
図るための具体的手
法・効果

(1)施設の設置目的
及び管理運営方針

　
平
等
利
用
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
管
理
を
行
な
う
た
め
の
方
策

　
施
設
の
効
用
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
の
方
策

(4)サービスの向上
を図るための具体的
手法・効果

施設名称：府立臨海スポーツセンター指定管理者：南海ビルサービス株式会社 指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月31日 所管課：大阪府教育庁教育振興室保健体育課
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資料３

評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

評価基準（内容）評価項目 施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価

施設名称：府立臨海スポーツセンター指定管理者：南海ビルサービス株式会社 指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月31日 所管課：大阪府教育庁教育振興室保健体育課

①施設設備の効果的な維持管理
①設備点検年間予定表を作成し、予定表にそって維持管理を行っ
ている。

①年間予定表に添った維持管理を行うことができており、施
設管理において補修が必要となる項目を把握することができ
ている。

②施設設備の安全管理

②日常巡視点検を行っている。責任者クラスが適宜巡回点検を
行っている。年2回本社員による安全パトロールを実施、安全品
質管理部による監査を実施。安全・安心の日を月1回設け、避難
経路や備品・設備等のチェックを行った。

②備品等のチェックを行い、保管場所について共有認識する
ことができている。

③緊急時の危機管理体制
③危機管理マニュアルのもと、緊急時の対応を確立している。消
防訓練を年２回実施している.

③緊急時の連絡体制を明確にすることができている。

①広告収入等の収入確保策の取組み ①ホームページに広告枠のバナーを作成できるようにしている。 ①新たな広告主の獲得は、実現していない。

②提案どおり実施されているか。
②顧客に対しての営業活動を行った。ホームページに掲載し、広
く募集をはかる。現在0件

②収入確保に向けた取り組みを行っているが、広告収入の実
績はない状況である。

①府、公益事業協力等の取組み
①各種自主事業教室への参加に伴うスポーツ振興を推進してい
る。人権啓発活動を推進し年に1度、全従業員にたいして人権啓
発研修を実施。

①スポーツ振興に寄与している、

②行政の福祉化の取組み
②知的障がい者の雇用（1名）、地域中老支援センターからの雇
用（2名）法定雇用率2.69％

②行政の福祉化の取組みとして、提案どおり知的障がい者の
雇用率が達成できている。

③市民・ＮＰＯとの協働の取組み

③NPO法人関西スケート振興会と協同にてフィギィアスケート発
表会を年２回開催。
・地域祭礼への協力、高石市社会福祉協議会、高石市政策推進部
（高石フェスティバル）への協力

③協働の取組みとしてスケート発表会を開催することができ
ている。また、高石市のイベントや地域祭礼へ積極的な協力
をすることができている。

④環境問題への取組み
④SDDs（環境問題）の推進　ペーパレス化、Co2の削減　夏場の
電気使用量の削減への取組み、LPガス燃料製氷車での製氷作業を
実施（CO2削減）

④環境問題に重点を置き、 LPガス仕様整氷車の導入やペー
パーレス化等の取組みをはじめ、夏季には電気使用量の削減
を行い、SDGｓの17ゴールにおける11及び13のゴールに向けた
取組みができている。

７項目（２８点満点） Ａ ７項目（２８点満点） Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ Ａ

(6)収入確保策の実
施

Ｂ

(7)府施策との整合 Ａ

Ⅰ　総括

　
Ⅰ
提
案
の
履
行
状
況
に
関
す
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の
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す
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た
め
の
方
策

そ
の
他
管
理
に
際
し
て
必
要
な
事
項

(5)施設の維持管理
の内容、適格性及び
実現の程度
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資料３

評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

評価基準（内容）評価項目 施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価

施設名称：府立臨海スポーツセンター指定管理者：南海ビルサービス株式会社 指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月31日 所管課：大阪府教育庁教育振興室保健体育課

①利用者満足度調査等の実施状況
①ホームページにお問合せページを作成している。アンケートを
実施。

②調査結果のフィードバック（PDCA）
②施設の設備的な事案は、大阪府と情報共有を行い、協議を行い
対応している

①さらなるサービス向上の取組み

〔指標１〕自主事業参加者数
R４実績：5,249人、 上半期実績：2,981人
R５目標：12,000人、上半期実績：9,080人

〔指標２〕自主事業収入状況
R４実績：28,917円、上半期実績：15,340円
R５目標：41,479円、上半期実績：17,763円

(3)その他創意工夫 ①その他創意工夫の取組み

①駅貼りポスター、新聞紙面広告、地域商店へのチラシ、高石市
イベントでのチラシ配布など新規顧客への販促活動を行った。施
設見学（校外学習）に来られた小学校及び中学校への生徒に滑走
無料券を配布し施設の周知を行った。プロレス興行（２回）実施
予定。（12/8）（3/16）

Ａ

①小・中学校の生徒へ無料券を配布することにより、施設の
周知のみならず地域のスポーツ振興へも寄与することができ
ている。
　またプロレスの誘致にも成功した。

Ａ

３項目（１２点満点） Ａ ３項目（１２点満点） Ａ

①利用人数や利用収入は目標に届く見込みである。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ(2)自主事業

(1)利用者満足度調
査等

Ⅱ　総括

Ⅱ
さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
事
項

①教室受講生に対しアンケートを実施。教室内容の充実を図っ
た。
50周年イベントアイススケートショー（5/21）を実施、約600名
程度の利用。バドミントン大会（9/24）を実施、約350名の利
用。
【アイススケートショー】チケット収入2,592千円
【バドミントン大会】　　　参加料収入　792千円

利用者の声を広くきく場として、利用者アンケートだけでな
く、施設ホームページにお問合せページを作成し、声を聞く
取組みを行い、施設設備をはじめ、優先順位が高いものから
対応を行えている。
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資料３

評価 評価 評価
Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ Ｓ～Ｃ

評価基準（内容）評価項目 施設所管課の評価 評価委員会の指摘・提言指定管理者の自己評価

施設名称：府立臨海スポーツセンター指定管理者：南海ビルサービス株式会社 指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月31日 所管課：大阪府教育庁教育振興室保健体育課

①事業収支計画、事業収支実績状況 ① 事業収支及び見込み

〔指標〕R５収支計算書 《令和５年度：対プロポーザル比》
・収入　　プロポーザル：198,615千円、見込み：165,000千円

収　入：83.07％

・支出　　プロポーザル：198,615千円、見込み：198,615千円
支　出：100％

・納付金　プロポーザル： 16,170千円、見込み： 16,170千円 納付金：100％

①職員体制・配置

①（提案時の職員体制）非常勤社員4名、正社員6名、嘱託社員2
名パート社員5名、臨時職員2名、合計19名
(2023.4月現在)　非常勤社員4名、正社員6名、嘱託社員2名、
パート社員6名、臨時職員3名、合計21名 ①適切な人員配置により、円滑な管理運営体制を築くことが

できている。

②管理監督体制・責任体制

②支配人をセンターに常駐させ、経理部門、事業部門、維持管理
部門全体を把握させ各部門の業務の調整を行なっている。管理監
督責任体制を明確にしている。
・毎日１回スタッフミーティングを実施。お客様からの要望、施
設の維持、イベント等について、情報の共有を行っている。

②管理監督体制及び責任体制が明確化され、スタッフミー
ティング（毎月）の取り組みを行うことなどにより、円滑な
施設運営を実施することができている。

③指導育成、研修体制

③個人情報保護、情報公開研修、人権啓発研修、リーダーシップ
研修、救急救命講習会、ＯＪＴ（随時）など職員の育成、スキル
アップに努めている。 ③職員研修でのテスト実施などを通じて、職員の育成、資質

向上への取り組みがなされている。

①法人等事業者の経営規模、事業規模、
　組織規模等の運営基盤

①事業者の運営基盤　　南海ビルサービス株式会社
ビル、ホテル、空港などにおける設備機器の運転保守管理業務、
客室整備、警備業務および清掃等衛生管理業務、駅・鉄道施設に
おける駅務自動化機器および照明、放送等電気設備の保守管理業
務•建築物における各種設備の改造、修繕、取替工事の設計、施
工および工事請負•ビル、店舗、住宅、マンション等、リフォー
ム工事の設計、施工、監理
・不動産の管理、賃貸借、売買および仲介
・ビル・マンション等の管理
・都市や宅地の緑化計画、土木外溝・造園・室内装飾の設計・施
工、緑の維持・管理、緑のリース、フラワーショップの運営
・高齢者専門宅配弁当事業

②法人等事業者の財務状況

② 2023年度財務状況
代表企業：南海ビルサービス株式会社
自己資本合計 　　8,736,844,734千円
資産合計 　　   14,114,442,013千円
流動資産合計    11,286,612,612千円
流動負債合計     5,210,244,422千円
固定資産合計     2,827,829,401千円
純利益             556,126,072千円

３項目（１２点満点） Ｂ ３項目（１２点満点） Ａ

年度評価 Ｂ 年度評価

Ａ

Ｂ

Ａ

Ⅲ　総括

(3)安定的な運営が
可能となる財政的基
盤

　
Ⅲ
適
正
な
管
理
業
務
の
遂
行
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
及
び
財
政
基
盤
に
関
す
る
事
項

Ａ

Ｂ

(1)収支計画の内
容、

適格性及び実現の程
度

運営基盤は、概ね安定していると認められる。

(2)安定的な運営が
可能となる人的能力

①新規の興行は獲得したものの、収入額は目標に達しない見
込みである。ただ、光熱費等の高騰により支出が増加してい
るが。指定管理者の努力により乖離はない見込みである。

Ｂ
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